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家庭用から産業用
高い技術力、ノーハウで SDGsの実現

家庭用蓄電システム



世界No.1  Longiとの提携



大手量販店での販売実績

低価格の実現
簡易な設置の実現
他社ではできない高出力の実現

2020年 ７月から販売開始で １，０００台出荷
20２１年度 OEMを含めて 3,000台 出荷予定
大手 ２社との販売契約



家庭用 世界初のOff-Grid Battery
特許3本 出願
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環境省 補助金
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老人ホーム 全国展開
環境省 自家消費補助金



SDGs対応
世界初!産業用電池蓄電システム

特許出願中

DCDC 100kW  EMS
200kWh 蓄電池



解決すべき問題と方法

従来はPeek Cut程度

３ ． 当社蓄電池システムへの取組（ 納入事例④）
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解決すべき問題と方法

電力需要出力制御

平準化 安定電源（特許）
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解決すべき問題と方法

電力需要出力制御

平準化 安定電源

 



風力の場合の平準化

太陽光発電以上に発電量が風により異なる
2021年度より風力には蓄電池が義務化

日本はヨーロッパに比べて 一基が小さい 20kW   ヨーロッパ ５GW



風力の場合の平準化

 

 

 

富士時報　

特
集
1

風力発電の系統連系システム

部 以下 述 電力安定化装置 要求 応答速度

制御対象 変動周期 必要最大電力 必要電力量

各種蓄電池や電気二重層 か 電

力貯蔵手段 用 場合 同じ あ

　超高速 方式 応答特性

　超高速 方式 有効電力 応

答特性例 図9 示 こ 電力安定化装置 微小変動

分 変動周期 制御対象 し 応答速度 一次

遅 時定数換算 数百ms以下 望 し

応答試験結果 有効電力変換器 遅 時間 含

一次遅 換算時定数 約220ms あ 無効電力制御回

路 一次遅 換算時定数 38ms あ

　超高速 方式 有効電力変動抑制特性

　 制御定数設定値 最適設定化

超高速 吸収 放出

周波数領域（有効電力変動周期） 任意 変更 き こ

確認し 最大出力 貯蔵電力量 関係か

微小変動分 抑制 対象 場合 電力安定化装

置 応答領域 変動周期 10 100秒程度 設定 こ

望 し 最大出力 貯蔵電力量 増加

こ 短周期成分 変動抑制 対象 こ 可

能 あ こ 場合 電力安定化装置 応答領域 変

動周期 10 1,000秒程度 設定 こ 望 し

　離島 微小変動分 抑制対象 し 超高速

電力安定化装置 有効電力変動抑制特性例 図 示

風力発電機か 発電電力 数秒か 数分周期 100kW

か 300kW 範囲 有効電力 変動 認 超

高速 電力安定化装置 上記値 100kW

以下 低減し こ 分か

　こ 離島 発電設備 合計容量31,000kW

発電機 あ 2000年度 け 最大需要 24,900kW

夜間 最小需要 8,500kW 昼間 最小需要 12,400kW

あ こ 電力系統 600kW 風車3台 連系し

数分以内 有効電力変動量 規定値以下 抑制

電圧変動値 規定値以内 有効電力抑制範囲

0 200kW 貯蔵電力量 9,000kWs 無効電力制御範囲

0 200kvar 超高速 電力安定化装置

採用し

　採用し 超高速 回転速度（

貯蔵量） 規定値以内 保 有効電力変動量 規定

値以下 制御定数 最適化 図

　 1分間 け 発電電力 変動値（最大値-最小値）

発生頻度 電力安定化装置 併設し こ

変動抑制結果 図 示 電力安定化装置 効果

100kW 以上 変動発生頻度 大幅 低減 こ

分か

3 .6 　ハイブリッド電力安定化システム

　 3 .5 節 紹介し 風力発電設備用超高速

電力安定化装置 微小変動成分 短周期成分 電

力変動 抑制 場合 適し あ 同様 電

気二重層 電力安定化装置 こ 領域 電力

変動抑制用 し 適用 こ 可能 あ

　 長周期成分 対応 気象予測 対応

き 各種電力貯蔵装置か 電力安定化

有効 あ

　 気象予測 関し 資源 庁

NEDO技術開発機構 調査 研究 進

構成例 図 示
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図11 　有効電力変動値と発生頻度例

図12 　ハイブリッドシステムの構成例
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図12 　ハイブリッドシステムの構成例
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結論

再生エネルギーでは必ずDCDC/EMS 蓄電システムが必要

太陽光発電のみならず風力発電にも必須

気象条件による発電量の不安定さを平準化する必要がある

系統（電力会社）のシステムが維持できなくなる

このことが解決できて初めて カーボンフリー（カーボンニュートラル）
の達成が可能となる



世界初！産業用蓄電池システム
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価格
• 従来の蓄電池は価格が高い
平均１５万円/kWh➔３−４万円程度

機能
• 気象変動による発電のバラツキを平準化

DCDC EMSの開発
最適化
• お客様のニーズに合わせて最適なシステム構築が可能
自家消費及び託送に対応

• 自家消費、発電量調整、遠方への送電等様々なニーズに
対応可能



平準化と多様化
整
理
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詳細例



なぜ 安価な価格提供が可能か？

• DCDC    100kW   一般 1,500−2,000万 1/10程度で販売

• （国内 防衛庁などの特注品のみ）

• 蓄電池 価格

• DCDC EMSの機能と価格



大手２社とのOEM契約
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G-TECH                      開発製造会社
大手２社 総販売元

販売計画 ２０２１年 ２０２２年 ２０２３年 ２０２４年
日本国内 ３００台 ５００台 ７００台 １，０００台
海外 オーストラリア タイ ベトナム フィリピン

１００台 400台 ６００台 １，０００台
百億円超え



導入確定企業（２０２１年２月）
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2021年 ３月から出荷

2021年 環境省 補助金 ５０億
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量販店単線結線図（例） ４０店舗
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環境省 PPAによる補助金

Battery     6万円/kWh          210kWh x 8個 1,680kWh         100,800,000円
Module    4.5万円 500kW            22,500,000円

補助金合計 123,300,000円

総工事金額 約 ２００，０００，０００円

償却年数 76,700,000 /13,000,000    5-6年で償却

「自家消費」する事で「電気料金の削減」「CO2排出量削減」



託送 Solar 5M  Battery 20M  2箇所
最終的には５０M環境省補助金

 

 

 

 

 

          

 

                                        

       

 

 

自己託送　 電力網

太陽光発電 自社工場　 オフィ ス



最後に

Ｇ－ＴＥＣＨの産業用蓄電池システムで

千葉県から

世界のカーボンニュートラルを

実現します！！
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ご清聴ありがとうございました


